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性別

0% 20% 40% 60% 80% 100%
施設別入居（入院）者の性別

231231 899899特別養護老人ホーム

272272 853853介護老人保健施設

9292 243243介護療養病床

462462 768768医療療養病床

男性 女性
注：ラベルは実数

男性の割合は 医療療養＞介護療養＞老健＞特養で少なくなっていく男性の割合は、医療療養＞介護療養＞老健＞特養で少なくなっていく。

年齢

0% 20% 40% 60% 80% 100%
施設別入居（入院）者の年齢分布

2%
4% 8% 16% 27% 25% 16%特別養護老人ホーム

85歳以上のライン

2%
4% 7% 18% 28% 25% 15%介護老人保健施設

3%
5% 8% 19% 28% 18% 15%介護療養病床

無回答 40歳未満 40 64歳 65 69歳 70 74歳無回答 40歳未満 40～64歳 65～69歳 70～74歳
75～79歳 80～84歳 85～89歳 90～94歳 95歳以上

5%
6% 9% 21% 22% 16% 8%医療療養病床

特養・老健では85歳以上が7割 介護療養では6割 医療療養では5割を占める特養・老健では85歳以上が7割、介護療養では6割、医療療養では5割を占める。
一方、75歳未満者は医療療養で約2割、介護療養で約1割、特養・老健では数％
となっている。
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入院（入所）前にいた場所

0% 20% 40% 60% 80% 100%
入院（入所）前にいた場所

37%37% 8%8% 6%
4%

1%

3% 23% 3% 12% 2%特別養護老人ホーム

31%31%

9%9%

44%44%

60%60%

9%

12%
0%

1%

1%

3%

6% 9%

6%

1%

1%

1%

介護老人保健施設

介護療養病床

13%13% 63%63% 13%
2%
2%2%2%1% 2%医療療養病床

自宅・家族宅等 一般病床 医療療養病床
介護療養病床 介護老人福祉施設 介護老人保健施設
その他の病床 その他の介護施設・事業所 上記以外
無回答無回答

• 特養は自宅と老健からの入所が多い。
• 老健は一般病床、自宅からの転入が多い。医療療養病床からは1割程度。

介護療養病床 医療療養病床は転院が多く 般病床からが6割程度 医療療• 介護療養病床、医療療養病床は転院が多く、一般病床からが6割程度、医療療
養病床からが1割程度。

自宅の介護力

0% 20% 40% 60% 80% 100%
自宅の介護力

61% 2% 16% 9%特別養護老人ホーム

56%

47%

2%

0%

20%

31%

13%

12%

介護老人保健施設

介護療養病床

55% 0% 25% 11%

介護療養病床

医療療養病床

日中・夜間ともに介護できる人がいない 日中のみ、介護をできる人がいる
夜間のみ、介護をできる人がいる 日中、夜間とも介護をできる人がいる
不明 その他不明 その他
無回答

• 介護療養病床以外は、「日中夜間とも介護できる人がいない」が過半数。
• 「夜間のみ介護できる人がいる」は、介護療養病床＞医療療養病床＞老健＞夜間のみ介護できる人がいる」は、介護療養病床＞医療療養病床＞老健＞

特養の傾向が見られた。
• 「介護できる人がいる」のは1割前後。
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入院（入所）の理由

0% 20% 40% 60% 80%
特別養護老人ホーム

6%

1%

5%

4%

4%

16%

8%
疾病が急性発症、または急性増悪した

継続的に高度な医療管理が必要

特別養護老人ホ ム

18%

4%

34%

44%

16%

66%

19%

60%

継続 高度 医療管 要

疾病の急性期状態が安定した

リハビリテ ションが必要なため 老健はリハビリ目的

5%

10%

44%

16%

12%

37%

18%

30%

リハビリテーションが必要なため

他の医療施設・介護施設でも対応できる

が施設に空きがない

在宅医療で対応できるが 必要な在宅

老健はリハビリ目的

療養病床は医療管理
と次の施設待機10%

19%

53%

1%

5%

1%

4%

12%

12%

在宅医療で対応できるが、必要な在宅

医療・介護サービスが確保できない

在宅療養で対応できるが、現在の住ま

いでは生活困難

養 が が

と次の施設待機

53%

30%

42%

11%

32%

13%

21%

2%

在宅療養で対応できるが、家族が介護

困難か不在

上記以外の理由で本人または家族が強

く希望

特養は家族介護困難

7%4%1%

2%

2%

く希望

その他
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有している傷病（複数回答）

0% 20% 40% 60% 0% 20% 40% 60%

44%
40%

24%
15%

高血圧

脳卒中

心臓病

糖尿病

42%
41%

31%
17%

高血圧

脳卒中

心臓病

糖尿病15%
8%
10%

15%
9%

糖尿病

高脂血症

呼吸器疾患

胃・肝・胆嚢

腎 前立腺

17%
8%
13%
13%
11%

糖尿病

高脂血症

呼吸器疾患

胃・肝・胆嚢

腎・前立腺9%
23%

14%
7%

3%

腎・前立腺

筋骨格

外傷

がん

血液 免疫

11%
27%

21%
6%

3%

腎 前立腺

筋骨格

外傷

がん

血液・免疫3%
7%
6%
9%

血液・免疫

うつ

パーキンソン病

眼疾患

3%
4%
3%
6%

2%

血液・免疫

うつ

パーキンソン病

眼疾患

耳疾患2%
36%

1%

耳疾患

その他

なし

2%
34%

0%

耳疾患

その他

なし

高血圧 脳卒中はいずれの施設でも多い 老健では 筋骨格系疾患 外傷の割高血圧・脳卒中はいずれの施設でも多い。老健では、筋骨格系疾患・外傷の割
合が高い傾向がある。糖尿病は15～20％程度である。

有している傷病（複数回答）

0% 20% 40% 60% 0% 20% 40% 60%

24%
58%

23%
19%

高血圧

脳卒中

心臓病

糖尿病

23%
45%

21%
17%

高血圧

脳卒中

心臓病

糖尿病19%
2%

19%
12%
12%

糖尿病

高脂血症

呼吸器疾患

胃・肝・胆嚢

腎 前立腺

17%
3%

25%
9%
12%

糖尿病

高脂血症

呼吸器疾患

胃・肝・胆嚢

腎 前立腺12%
16%

6%
4%
2%

腎・前立腺

筋骨格

外傷

がん

血液 免疫

12%
9%

6%
6%

1%

腎・前立腺

筋骨格

外傷

がん

血液 免疫2%
3%
7%

3%

血液・免疫

うつ

パーキンソン病

眼疾患

1%
3%

8%
2%

血液・免疫

うつ

パーキンソン病

眼疾患

1%
32%

1%

耳疾患

その他

なし

脳卒中はいずれの病床種別でも多いが 特に介護療養病床で多い 医療療養病

1%
29%

0%

耳疾患

その他

なし

脳卒中はいずれの病床種別でも多いが、特に介護療養病床で多い。医療療養病
床においては、呼吸器疾患がやや多い。糖尿病は20％程度である。
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要介護度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2%5% 21% 31%31% 40%40% 0%

1%

特別養護老人ホーム
要介護３以上の人は
・老健で約7割
・特養・介護療養・
医療療養で約9割

11%

0%

19% 22% 24%24% 22%22%
1%

1%
介護老人保健施設

医療療養で約9割

3%

3%

4%

6%

6%

29%29%

12%12%

61%61%

33%33%

1%

40%

0%

2%

介護療養病床

医療療養病床

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３

要介護４ 要介護５ 未申請及び申請中 無回答要介護 要介護 未申請 申請中 回答

3%4%6% 12%12% 33%33% 40% 2%医療療養病床

要支援 日常生活上の基本的動作については、ほぼ自分で行うことが可能であるが、日常生活動作の介助や現在の状態の防止
により要介護状態となることの予防に資するよう手段的日常生活動作について何らかの支援を要する状態

要介護１ 要支援状態から、手段的日常生活動作を行う能力がさらに低下し、部分的な介護が必要となる状態
要介護２ 要介護１の状態に加え、日常生活動作についても部分的な介護が必要となる状態要介護 要介護 の状態 加え、日常 活動作 ても部分的な介護 必要 なる状態
要介護３ 要介護２の状態と比較して、日常生活動作及び手段的日常生活動作の両方の観点からも著しく低下し、ほぼ全面的な

介護が必要となる状態
要介護４ 要介護３の状態に加え、さらに動作能力が低下し、介護なしには日常生活を営むことが困難となる状態
要介護５ 要介護４の状態よりさらに動作能力が低下しており、介護なしには日常生活を営むことがほぼ不可能な状態

認知症の有無

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症の有無

88%88% 9%9%特別養護老人ホーム

84%84% 16%16%介護老人保健施設

88%88% 5%5%介護療養病床

58%58% 37%37%医療療養病床

認知症有り 認知症無し 無回答

特養 老健 介護療養病床では8割以上の入所者に認知症があると回答された特養、老健、介護療養病床では8割以上の入所者に認知症があると回答された。
医療療養病床でも約6割で、病院・施設での認知症対応が課題になっている。
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認知症高齢者の日常生活自立度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3%3%6% 11% 30% 12%12% 29%29% 3%

1%

2%

2%

特別養護老人ホーム

入院患者、入所者

6%

4%

9% 8%

5%

19%

6%

25%

13%

9%9%

9%9%

20%20%

51%51%

1%

3%

1%

8%

2%

1%

介護老人保健施設

介護療養病床

で認知症の介護が
必要な人は、
・特養で7割強
・老健で6割弱

養 割4%

6%

1%

5%4%

6%

7%

13%

9%

9%9%

6%6%

51%51%

26%26%

3%

13%

8%

18%

1%

5%

介護療養病床

医療療養病床

・介護療養で8割弱
・医療療養で5割強

自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ M 不明 無回答

自立 認知症を有しない自立 認知症を有しない
Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している
Ⅱa 日常生活に支障を来すことが多少あるが誰かが注意していれば自立、症状は家庭外で見られる
Ⅱb 日常生活に支障を来すことが多少あるが誰かが注意していれば自立、症状は家庭内でも見られる
Ⅲa 介護を必要とする。日中を中心として症状が見られるⅢa 介護を必要とする。日中を中心として症状が見られる
Ⅲb 介護を必要とする。夜間を中心として症状が見られる
Ⅳ 日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする

M 著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする

認知症の症状（複数回答）

0% 10% 20% 30% 0% 10% 20% 30%

15%
20%

10%

幻覚

妄想

せん妄

8%
16%

9%

幻覚

妄想

せん妄10%
12%

22%

せん妄

抑うつ

誤認

9%
11%

26%

せん妄

抑うつ

誤認

22%
14%

10%

無気力

暴言

暴力

20%
9%

4%

無気力

暴言

暴力10%
10%

12%

暴力

徘徊

わめく

4%
7%
7%

暴力

徘徊

わめく

18%その他 18%その他

特養・老健ともに、妄想、誤認、無気力等の症状が多い。
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認知症の症状（複数回答）

0% 10% 20% 30%0% 10% 20% 30%

7%
7%

9%

幻覚

妄想

せん妄

10%
7%

9%

幻覚

妄想

せん妄 9%
11%

19%

せん妄

抑うつ

誤認

9%
7%

26%

せん妄

抑うつ

誤認

27%
7%

4%

無気力

暴言

暴力

22%
3%
4%

無気力

暴言

暴力 4%
3%

6%

暴力

徘徊

わめく

4%
2%

8%

暴力

徘徊

わめく

11%その他

介護療養病床・医療療養病床ともに誤認、無気力が多い。

9%その他

医療区分

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療区分

78%

79%

12%

15%

5%

5%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設 79%

66%

22%

15%

17%

47%

5%

4%

31%

介護老人保健施設

介護療養病床

医療療養病床

医療区分1 医療区分2 医療区分3 不明 無回答

22% 47% 31%医療療養病床

医療区分3 【疾患・状態】医療区分3 【疾患 状態】
・スモン・医師及び看護師により、常時監視・管理を実施している状態
【医療処置】
・２４時間持続点滴・中心静脈栄養・人工呼吸器使用・ドレーン法・胸腹腔洗浄・発熱を伴う場合の気管切開、気
管内挿管・感染隔離室における管理・酸素療法（酸素を必要とする状態かを毎月確認）

医療区分2 【疾患・状態】医療区分2 【疾患 状態】
・筋ジストロフィー・多発性硬化症・筋萎縮性側索硬化症・パーキンソン病関連疾患、その他の難病（スモンを除
く）・脊髄損傷（頸髄損傷） ・慢性閉塞性肺疾（COPD）・疼痛コントロールが必要な悪性腫瘍・肺炎・尿路感染
症・リハビリテーションが必要な疾患が発症してから30日以内 ・脱水かつ発熱を伴う状態・体内出血・頻回の嘔吐
かつ発熱を伴う状態・褥瘡・末梢循環障害による下肢末端開放創・せん妄・うつ状態・暴行が毎日みられる状態
（原因・治療方針を医師を含め検討）
【医療処置】
・透析・発熱又は嘔吐を伴う場合の経腸栄養・喀痰吸引（１日８回以上）・気管切開・気管内挿管のケア・頻回の
血糖検査・創傷（皮膚潰瘍・手術創・創傷処置）

医療区分1 医療区分2・3に当てはまらない場合
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ADL区分

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ADL区分

21%

42%

35%

29%

40%

28%

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設 %

7%

10%

9%

20%

19%

8%

59%

71%

介護老人保健施設

介護療養病床

医療療養病床

ADL区分1 ADL区分2 ADL区分3 不明 無回答

ADL区分

当日を含む過去三日間の全勤務帯における患者の支援レベルに
ついて、右記の4項目に0〜6の範囲で最も近いものを記入し合
計する 新入院の場合は 入院後の状態について評価する

項目 ������

ベッド上の可動性

移乗

ADL区分

計する。新入院の場合は、入院後の状態について評価する。
【0:⾃⽴、1:準備のみ、2:観察、3:部分的援助、4:広範な援
助、5:最大の援助、6:全面依存】
■ADL区分

移乗

食事

トイレの使用ADL区分
【1:11点未満、2:11点以上23点未満、3:23点以上】

トイレの使用

（合計点）

現在受けている治療（複数回答）

4%

0% 50% 100%

血糖測定・インスリ… 5%

0% 50% 100%

7%

0% 50% 100%

12%

0% 50% 100%

4%
0%
0%
0%
1%
1%

血糖測定・インスリ
静脈内注射

IVH
透析管理

ストーマ管理
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療養病床では、特養・老健に比べて経管栄養、カテ管理、喀痰吸引、摘便・浣腸の実
施が多い。特に、医療療養では、酸素療法、気切ケア、ネブライザーの実施が多い。
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【医療療養・医療区分別】要介護度・認知症日常生活自立度・ADL区分

ラベルは実数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6
6
2

36
29
17

165
262
191

53
277
165

5
8
6

医療区分1

医療区分2

医療区分3

要支援 要介護１・２ 要介護３～５ 未申請・申請中 無回答

自立～Ⅱa/b Ⅲa/b Ⅳ M 不明

ADL区分

ADL区分1 ADL区分2 ADL区分3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

84
128
66

55
82

53

55
133
129

48
74

43

18
135

65

医療区分1

医療区分2

医療区分3 66 53 129 43 65医療区分3

51
49

66
134

148
397

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医療区分1

医療区分2 49
17

134
29

397
334

医療区分2

医療区分3

【医療療養病床・医療区分別】必要な医療と介護の水準

0% 20% 40% 60% 80% 100%
患者に必要と考える医療の水準（医療療養病床入院患者）

ラベルは実数

5050

382382

173173

156156

3131

2424

医療区分1

医療区分2

入院医療 在宅医療で対応可能 外来医療で対応可能 不要 無回答入院医療 在宅医療で対応可能 外来医療で対応可能 不要 無回答

施設 入所 居宅サ ビ 対応可能 ほぼ不要 無回答施設への入所 居宅サービスで対応可能 ほぼ不要 無回答

304304 6565 22医療区分3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
患者に必要と考える介護の水準（医療療養病床入院患者）

ラベルは実数

195195

474474

5858

6464

77

1717

医療区分1

医療区分2

ラ ルは実数

313313 2626 3333医療区分3

医療区分1の患者については、医療は在宅医療・外来治療で対応可能な患者が多いが、介護については
７割以上は施設入所が必要という状態像であると考えられる。
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【医療療養病床・医療区分別】現在の治療状況
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1
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16%
5%
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スト マ管理
酸素療法

レスピレーター管理
気切ケア
疼痛管理
うち麻薬

1%
70%

6%
29%

2%
0%

0%
3%
0%

17%
3%
2%0%

42%
3%
0%
9%

26%

うち麻薬
経管栄養

モニター測定
褥瘡処置

カテーテル管理
喀痰吸引

0%
57%

23%
9%

35%

2%
49%

4%
10%

20%
26%

3%
5%

89%
2%

喀痰吸引
ネブライザー

創傷処置
服薬管理

認知症専門ケア

68%
21%

7%
65%

1%

50%
12%

7%
84%

1%
36%
33%

0%
1%
3%

摘便
浣腸

一時的導尿
その他
なし

35%
33%

0%
3%
0%

40%
49%

1%
2%
0%なし 0%0%

医療区分1で多い医療行為は経管栄養・喀痰吸引・摘便・浣腸。医療区分1と2以上で差が出るのは、酸
素・気切ケア・喀痰吸引・褥瘡処置・カテーテル管理・ネブライザーなど。

【医療療養病床・医療区分別】最適な生活・療養の場

医療��1(n=265) 医療��2(n=582) 医療��3(n=381)

患者（利用者）にとって最も適切と考えられる生活・療養の場
患者（利用者）の医療・介護ニーズを踏まえ、現在の生活療養場所に関わらず、最適な場所を選択

21%

0% 50% 100%

自宅・家族宅等

医 �� ( )

10%

0% 50% 100%

医 �� ( )

6%

0% 50% 100%
医療�� ( )

0%

18%

6%

一般病床

医療療養病床

介護療養病床

0%

70%

0%

84%

3%6%

0%

11%

介護療養病床

その他の病床

老健

5%

0%

3%

3%

0%

3%

40%

1%

特養

認知症高齢者GH

3%

9%

0%

4%

0%

1%

1%

1%

その他施設（ケア付き住…

その他

無回答

2%

0%

2%

0%

0%

1%1%無回答 2% 1%

医療療養病床入院中の医療区分1の患者の療養先としては、自宅等、特養が最適とされた人が多い。
一方で、特養の空床待ちとなっている人も多い。
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【介護療養・医療区分別】要介護度・認知症日常生活自立度・ADL区分

ラベルは実数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6
0
0

215
56

11

2
0

2

医療区分1

医療区分2

医療区分3

要支援 要介護１・２ 要介護３～５ 未申請・申請中 無回答

自立～Ⅱa/b Ⅲa/b Ⅳ M 不明

ADL区分

ADL区分1 ADL区分2 ADL区分3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

28
5
2

50
11

0

131
24

8

3
2

2

10
13

1

医療区分1

医療区分2

医療区分3 2 0 8 2 1医療区分3

23
2

54
13
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41

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医療区分1

医療区分2 2 13
1

41
12

医療区分2

医療区分3

【介護療養病床・医療区分別】必要な医療と介護の水準

0% 20% 40% 60% 80% 100%
患者に必要と考える医療の水準（介護療養病床入院患者）

ラベルは実数

5151

3030

146146

1818

2424

44

医療区分1

医療区分2

入院医療 在宅医療で対応可能 外来医療で対応可能 不要 無回答入院医療 在宅医療で対応可能 外来医療で対応可能 不要 無回答

施設 入所 居宅サ ビ 対応可能 ほぼ不要 無回答施設への入所 居宅サービスで対応可能 ほぼ不要 無回答

88 55 00医療区分3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
患者に必要と考える介護の水準（介護療養病床入院患者）

ラベルは実数

114114

4141

104104

1414

00

11

医療区分1

医療区分2

ラ ルは実数

1111 22 00医療区分3

医療区分1の患者については、医療は在宅医療・外来治療で対応可能な患者が多いが、介護については
半数は施設入所が必要という状態像であると考えられる。



133 
 

 

132 
 

 

132 
 

 

132 
 

 

132 
 

 

133 
 

 

132 
 

 

132 
 

 

【介護療養病床・医療区分別】現在の治療状況
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喀痰吸引
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31%
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91%
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44%
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12%
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摘便
浣腸

一時的導尿
その他
なし

77%
23%

0%
0%
0%0%なし 0%

医療区分1で多い医療行為は経管栄養・喀痰吸引・摘便・浣腸。医療区分1と2以上で差が出るのは、静
脈内注射・ストーマ管理・酸素・気切ケア・褥瘡処置・カテーテル管理など。

【介護療養病床・医療区分別】最適な生活・療養の場

医療��1(n=223) 医療��2(n=56) 医療��3(n=13)

患者（利用者）にとって最も適切と考えられる生活・療養の場
患者（利用者）の医療・介護ニーズを踏まえ、現在の生活療養場所に関わらず、最適な場所を選択
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0%

その他施設（ケア付き住…

その他

無回答

0%

0%

2%

0%

0%

0%0%無回答 2% 0%

介護療養病床入院中の医療区分1の患者の療養先としては、介護療養病床、特養、自宅等が最適とされ
た人が多い。
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施設利用者・入院患者の概要（まとめ）

• ８５歳以上の方が特養・老健で約7割、介護療養で
は約6割 医療療養で約5割を占めるは約6割、医療療養で約5割を占める

• 自宅に日中あるいは夜間に介護できる人がいない
方は各施設／病院とも8割前後であった方は各施設／病院とも8割前後であった

• 要介護３以上の人は老健で約7割、特養・介護療
養・医療療養で約9割であった養・医療療養で約9割であった。

• 認知症があるとされた方は特養・老健・介護療養
で8割以上 医療療養で約6割であったで8割以上、医療療養で約6割であった

• ADL区分2以上は老健で約6割、特養・介護療養で約
8割 医療療養で約9割であった8割、医療療養で約9割であった

• 特養・老健入所者が受けている医療的処置は少な
かったかった

医療療養病床入院患者について（まとめ）

• 医療区分毎の数と割合

医療 分 院患者 特徴

医療区分１ 医療区分２ 医療区分３

265人（22％） 582人（47％） 381人（31％）

• 医療区分１の入院患者の特徴
– 医療水準については在宅医療・外来で対応可能と評
価された方が 割だ た価された方が8割だった

– 医療的処置としては経管栄養・喀痰吸引・摘便・浣
腸が多か た腸が多かった

– 要介護度はほぼ全面的な介護が必要となる3～5が6
割 ADL区分もほぼ全介助となる3が6割弱であり割、ADL区分もほぼ全介助となる3が6割弱であり、
介護の必要性は高かった
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介護療養病床入院患者について（まとめ）

• 医療区分毎の数と割合
医療区分１ 医療区分２ 医療区分３

223人（66％） 56人（17％） 13人（4％）

• 医療区分１の入院患者の特徴

–医療水準については在宅医療・外来で対応可能医療水準については在宅医療 外来で対応可能
と評価された方が8割だった

–医療的処置としては経管栄養・喀痰吸引・摘医療的処置としては経管栄養 喀痰吸引 摘
便・浣腸が多かった

–要介護度はほぼ全面的な介護が必要となる3～5要介護度はほぼ全面的な介護が必要となる3 5
が9割、ADL区分はほぼ全介助となる3が6割強で
あり、介護の必要性は高かった
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